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はじめに

網走水産試験場は、北海道を取り囲むオホーツク海、日本海、太平洋という３つの海のう
ち、オホーツク海を担当海域としています。資源管理や資源増殖、栽培漁業に関する試験研
究についてはオホーツク総合振興局管内、水産加工・利用に関する試験研究についてはオ
ホーツク及び宗谷総合振興局管内を担当しています。

また、北海道の中で最も大きな、500億円産業を形成しているホタテガイ漁業に関する本
道の研究拠点として、ホタテガイの生産から利用・廃棄物の循環利用までの一貫した試験研
究について全道を対象に実施しています。

オホーツク海沿岸は砂浜を主体とする海岸線に沿ってサロマ湖や能取湖など多くの海跡湖
が存在し、沿岸域の水域環境は変化に富んでいます。また、知床国立公園、阿寒国立公園、
網走国定公園など雄大な自然環境にも恵まれ、平成17年７月には知床及びその周辺海域が
「世界自然遺産」に登録されました。

春から夏には宗谷暖流、冬から春には東樺太海流の影響を受け、冬期には流氷に覆われま
す。この豊かな海の恵みを受けてホタテガイ、サケ・マス漁業が盛んに行われているほか、
ケガニ、キチジ、シジミ、ワカサギなどの地域特産資源にも恵まれています。

網走水産試験場では本道水産業における基幹産業であるホタテガイ漁業の安定化を図るた
めの試験研究に重点的に取り組むとともに、地域に密着した産業研究機関として、貝毒プラ
ンクトンのモニタリング、ケガニ・カレイ類・シジミ・ワカサギ等の資源管理、漁場環境や
水域の生態系保全、水産物の高度利用や衛生管理等、オホーツク圏の水産業に係る各種試験
研究に取り組んでいます。このような試験研究を通じて、本道水産業の安定化を図るととも
に、消費者に安全かつ良質な水産物を安定的に供給できるよう取り組んでまいります。
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Abashiri Fisheries Research Institute 庁舎案内 Location and Access

■ 本場（総務課、調査研究部）
〒099-3119 北海道網走市鱒浦１丁目１番１号
電 話 （０１５２）４３－４５９１
ファックス （０１５２）４３－４５９３

空路 女満別空港から車で約35分
女満別空港から網走駅まで連絡バス乗車のちＪＲまたはバス乗換

Ｊ Ｒ 網走駅から釧網本線 釧路方面行（所要時間約10分）
釧路駅から釧網本線 網走方面行（所要時間約3時間）
鱒浦駅下車 徒歩約10分

バス 網走駅前から東藻琴又は斜里行乗車 鱒浦郵便局前下車徒歩約5分

車 網走駅から車で約20分

■ 加工利用部
〒094-0011 北海道紋別市港町７丁目８番５号
電 話 （０１５８）２３－３２６６
ファックス （０１５８）２３－３３５２

空路

バス

紋別空港から車で約20分
紋別空港から紋別バスセンターまで連絡バス乗車のち徒歩約15分

札幌又は旭川バスターミナル発紋別バスターミナル行に乗車、下車後
徒歩約15分

オホーツク
総合振興局

※ 地まきホタテガイ漁業に
係る研究については全道
を所管しています。

調査研究部

加工利用部

宗谷総合振興局



沿 革 History

近頃、網走地方で見つかっためずらしいさかなたちを紹介します。

めずらしいさかなたち
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昭和17年10月 網走市南4条東4丁目の仮庁舎に網走水産指導所を開設。

昭和23年11月 網走市北11条東1丁目に庁舎を新築。

昭和25年 4月 国の水産研究機構の改革により、水産庁北海道区水産研究所網走支所と
北海道立水産試験場網走支場が同一庁舎内に併置となる。

8月 紋別市に水産指導所を開設。

12月 紋別水産指導所が北海道立水産試験場紋別分場に改称。

昭和26年 5月 紋別市新埋立地に紋別分場の庁舎を新築。

昭和39年 4月 機構改革により、網走支場は北海道立網走水産試験場となる。
紋別分場は北海道立網走水産試験場紋別分場となる。

昭和40年11月 常呂町にサロマ分場を開設する。
（北海道サロマ海藻類人工採苗場併置）

昭和41年12月 網走市字鱒浦31番地に庁舎を新築。（現庁舎）

昭和43年 6月 試験調査船おやしお丸配属。

昭和48年10月 試験調査船おやしお丸廃船。

昭和55年 3月 紋別市港町７丁目に紋別分場の庁舎を新築。（現庁舎）

昭和56年 1月 サロマ分場廃止。

昭和57年 4月 紋別分場を紋別支場に改称。

平成18年 4月 資源管理部と資源増殖部を統合し、調査研究部に改称。
紋別支場を加工利用部に改称。

平成22年 4月 北海道立22試験研究機関が統合され、「北海道立網走水産試験場」は
「地方独立行政法人北海道立総合研究機構水産研究本部網走水産試験場」

となる。

退色したキチジ（キンキ）
体色がまだらになったアブラガニ

アオイガイ（カイダコ） 爪が三本あるケガニ

オレンジ色のイシガレイ

色素異常のホタテガイ



組織図 Organization chart
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総 務 課
General Affairs Section

● 総 務
予算の執行及び庁舎の管理に関することや職員の給与、福利厚生等の業務を行っています。

ホームページ

網走水産試験場が行っている各種調査研究
の紹介や各種情報を提供しています。

ホームページアドレス
http://www.hro.or.jp/list/fisheries
/research/abashiri/

事業概要

職員数 16名 （令和 2年 4月 1日 現在）
（研究職 12名 行政職 4名）



研究の推進項目（水産研究本部第３期中期計画）
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調査研究部
Resources Management

and Enhancement Division

● 資 源 管 理

沿岸の重要な資源であるケガニ、カレ
イ類、スケトウダラ等の生態や資源動態
に関する調査研究等を行っています。

● 栽 培 技 術
ホタテガイなどの栽培対象となっ

ている魚介類の生理生態に関する調
査研究及び栽培漁業技術の開発に関
する試験研究等を行っています。

ホタテガイの解剖写真

ホタテガイの判別と計数

ケガニの標識放流

中腸腺 貝柱 生殖腺
外套膜

浮遊幼生

ホタテガイの測定

（１）
地域を支える
漁業の振興

（２）
新たな資源の有効
利用と高度利用の

推進

（３）
自然との共生を目指
した水産業の振興

○水産資源を持続的に利用するための資源管理技術の開発

○水産物を安定共有するための増養殖技術の開発

○地域水産業の振興のための技術開発

○水産物と加工食品の安全性確保と品質・鮮度保持技術の開発

○未利用水産資源を活用した研究開発

○水域環境保全と海域高度利用技術の開発

○ＩＣＴを活用した次世代型漁業技術の開発

主要な研究対象魚種

マガレイ

ホタテガイ※

ケガニ※

ヤマトシジミ※

ホッケ

ワカサギ

※ 加工利用研究の対象魚（原料）

ミズダコ

スケトウダラ

サケ※

カラフトマス（オホーツクサーモン）※

ケガニの資源調査スケトウダラの魚体測定

○水産物の品質・加工適性などの評価と利活用技術の開発



65

● 資 源 増 殖

浅海域に生息するエゾバフン
ウニ等の増殖に関する調査研究
のほか、漁場環境の調査研究等
を行っています。

貝毒プランクトン検査

エゾバフンウニの計測調査

● 内 水 面 資 源
河川や湖沼などに生息するワ

カサギやシジミ等の資源管理や
増殖及び水域の生態系保全や修
復に関する調査研究、技術指導
を行っています。

シジミの分布調査（採泥器）

シジミの殻長測定

ワカサギの魚体測定

ワカサギの稚魚調査（網走湖）

加工利用部
Processing and 

Utilization Division   

● 加 工 開 発
ホタテガイやサケ・マスなどの

水産物の加工・流通技術の開発、
品質向上に関する研究のほか、加
工技術指導の業務を行っています。

1等検 褐変

亀裂 砕け

乾貝柱の品質劣化要因の解明と
防止技術に関する試験

漬け込み

● 利 用 技 術
未・低利用水産資源の利用技術

開発に関する研究のほか、水産物
の依頼分析、鑑定などの業務を
行っています。

依頼分析

細菌検査

グリコーゲンの測定

イカナゴの
冷凍すり身化

近赤外分光器によるホッケ
一夜干しの脂質含有量測定

能取湖での海洋環境観測

オホーツクサーモン（カラフトマス）
の山漬技術指導

風 乾


